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直後味わった失望感（こんな筈ではなかったと！）、現地での過酷な日常生活、純朴な中国

人達の親切、そうして敗戦。被害者である中国人との立場の逆転、彼らの温情と打算、著

者のいう「血だらけの逃避行」辿り着いた避難所での地獄絵さながらの惨状、日本への帰

国を待っときの焦燥感、帰国後の思わぬ肉親間の感情的ギャップ（時の隔たりと言葉の障

壁）等々、内容は広範囲に及ぶ。本号に著者ご自身による寄稿もあるから一読されたい。

ここでは、可児著や坂本著その他の出版物から得た私の浅薄な知識に基づいて、満蒙開

拓移民について私なりにおさらいをしてみたい。

ソ満国境の防衛と農村の口減らしのために

満蒙開拓移民は、対ソ戦略と抗日ゲリラ対策の軍事上の観点から、また、急増する内地

の人口と昭和恐慌で打撃を受けた農村対策という経済的な観点から計画され、実施された。

1 9 3 2年、永豊鎮へ入植した弥栄（イヤサカ）村開拓団を最初とするが、このときは自

分の土地をゲリラから守りたいという大地主と、日本の軍部の利害が一致した完全武装移

民だった。続く第二次移民も完全な武装移民だった。 19 3 6年からは広田内閣のもとで

本格的な移民として「分村移民」が導入された。その狙いは、やはり一つには、ソ満国境

の防衛であり、更には人口増加による耕地面積の不足を解決するためだった。目標は、

2 0年間に百万戸、五百万人の移民を行い、満小11総人口の一割を日本人で占めることであ

った。農業耕地の足りない県や、大正から昭和にかけての生糸暴落による養蚕収入の減少

県では、農村の疲弊を解決するため、村民の一部を旧満）小1に移民させ、村の口減らしをす

る、いわゆる「分村移民」計画がたてられた。食べるに困る農民は、「満州に行けばふんだ

んに土地がある」との甘言にのせられ、これを拒む者には「米の配給を停止する」と村役

場から半強制的に迫られたのである。

だまされた開拓移民たち

入植先での生活は緊張と不安に満ちていた。到着初日から、一家に一丁銃が与えられた

ところもある。日本人を遠巻きにしている中国人達の目は不穏な色を宿していた。現地の

農民達は不当に安い価格で農地を満少卜I拓殖公社に強制買収され、周辺の荒地に追放された
という事実を開拓民たちは知らされていなかった。炊事のための燃料にも事欠き、水がな

くて遠く離れた井戸から、中国人に有料で汲んできてもらったりした。学校への往復は牛

や豚の糞だらけの道だった。開拓民たちは入植してまもなく、「だまされた」と思ったとい

う。それでも開拓民たちが現地の生活に慣れると、無学で義理堅い現地人は、生きるため

に開拓民と手を組んで生活する様になった。北満の厳しい自然に適した中国流農業を開拓

民に教えたり、中国馬を提供してくれたりした。開拓民も現地人が一番欲しがる服地を提

供したりして、結構よい協力関係が生まれた。 1 9 4 3年以降、戦況が悪化すると、それ

まで開拓民には免除されていた徴兵義務が課せられ、学校の先生までも招集され、授業は

できなくなった。一家の主を召集された開拓団の家では現地人に田畑を貸す人も出てきた。

悲惨な逃避行

やがて魔の八月九日、ソ連軍の侵攻が始まると十八歳から四十五歳までの男子には全員

口頭伝達による召集命令が発せられた。県公社から集団疎開命令が出て、閻家駅には読書、
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泰阜、中川、七虎力などの4開拓団や、他の開拓団も集結してその数、数千人が引き揚げ

列車を待った。しかし、せっかく準備された列車も、現地に留まるべきだとの反対派のた

めに、空のままで発車した。開拓民は集落に戻ったが、そこは暴徒の襲撃の恐れがあるた

め、再び、集落を離れ、徒歩で危険をおかして「血だらけの逃避行」が始まったのである。

開拓民は方正へ向かった。方正が落ち着き先の避難所となったのは、それ以上に倖路で喰

休浜へ行くのは匪賊の襲撃があり危険であること、また、閲拓団本部跡の近くにある尖山

に関東軍の要塞があるから、軍需品や軍用衣服、医薬品、食料などが蓄えられていると思

ったからである。しかし、要塞は、現地人に荒らされた上、まもなく駐留したソ連軍に占

拠された。ソ連軍は日本軍の遅れた武器弾薬には興味を示さず、それ以外の物資を十月ま

でにば運び去ってしまった。伊漢通港から松花江を吟年浜へ向かう引き揚げ船が来るかも

知れないという淡い期待もあった。鹿児島（沖縄）など先住の開拓団が逃げ去った跡の空

き家も、流入した数千人の避難民を収容するのに充分とはいえないまでも、またとない施

設であった。

現地中国人の温情と打算

逃避行中も、逃避先の避難所でも、中国人に身をゆだねる人が続出したが、貧困のどん

底にあった現地の中国人が、何故われ先にと避難民を受け入れたのであろうか？彼らはそ

れほどまでに情の厚い人たちだったのだろうか？ 私だけでなく他の人々もかねてより抱

いた疑問であったと思う。可児著を読んで一つの真実が明らかになった。当時、結納金が

支払えないために末婚のままの中国人男性が多かったが、日本人女性を姿るなら結納金は

要らない。日本人はよく働くから子供も労働力として役立つ。低年齢の女子は適齢期まで

待てば結納金を取って他の家に嫁がすことができる。高年齢の男子はすぐ農作業に使える。

これに目をつけた日本人狩りのブローカーが暗躍した。勿論、昨日まで主であった日本人

開拓民の落ちぶれた姿を見て同情した中国人も多かった。

割を食った開拓民たち

終戦前後、旧満朴Iには 15 5万人の日本人がいたといわれる。満蒙開拓団の在籍者は 2

7万人だったが、 1 9 4 5年の「根こそぎ動員」により、そのうち 4万7千人が現地で召

集された。ソ連の参戦時には開拓団人数は 22万3千人に減り、その殆どが老人、婦人、

子供だった。

引き揚げの順番は、軍司令部と軍人、軍属とその家族、官庁（旧満）9|‘|国政府）の日系家

族、満鉄や満小1i拓殖公社など国策・国営会社の職員とその家族、最後に一般市民だったが、

吟佑浜など大都市にいた人の方が情報を得やすく、避難しやすかった。一番割りを食った

のは、逝かソ満国境近くに入植した開拓民だった。関東軍の主力は 19 4 3年には、南方

戦線に、あるいは、本土防衛に「転進」し、 19 4 4年9月には大本営は防衛線を新京（現、

長春）・図佃を結ぶ京図線と新京・大連を結ぶ連京線以内に撤退し、事実上、旧満、州の 5分

の4を放棄した。入植地は大部分が新たな防衛線の外側にあった。しかも、最終組の入植

した 19 4 5年5月、終戦の 3か月前であるといわれるから唖然とせざるをえない。

くふじい・まさよし：社団法人日中科学技術文化センター参与、 本会事務局＞
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日本中国友好協会発行

2009年2月 15日付（左）

「日中友好新聞」

と5月5H付掲載

ここに紹介されている今村春江さんは、会報の

発送作業になると、小学 1年になる男の子を連れ

て参加してくれる。上の記事では、父上の董殿義

1
9
4
5年
夏
、
旧
「
満

州
」
に
い
た
多
く
の
開
拓
民

た
ち
は
、
ソ
連
の
参
戦
と
日

本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
逃
げ
惑

い
、
や
っ
と
辿
り
着
い
た
先

が
ハ
ル
ビ
ン
市
か
ら
約
1
8

〇
弐
東
に
あ
る
が
IBだ。

食
糊
基
地
が
あ
り
関
東
軍

石
井
ロ
一
氏
な
ど
を
中
心
主
義
的
な
精
神
を
広
め
よ
う

んさ
に
、

1
9
9
3年
「
ハ
ル
ビ
と
、

2
0
0
5年
に

「
方
正

皿
ン
市
方
正
地
区
支
援
交
流
の
友
好
交
流
の
会
」
を
発
足
さ

類

会

」
が
設
立
さ
れ
、
私
も
参
せ
た
。

せ
い
か

U
う
事

•
J

画

し

た

。

そ

の

会

報

『

星

火

方

正

』

大

が
い
る
と
い
う
理
由
だ
っ
人
公
塁
を
建
立
し
て
く
れ
今
年
2
月
15日
付
の
本
紙
で
日
本
人
公
菜
の
存
在
を
知

た
。
し
か
し
関
東
軍
は
撤
退
た
。
公
菜
は
、
荒
れ
狂
う
文
「
私
と
中
国
」
に
登
場
し
た
っ
た
映
像
作
家
の
羽
田
澄
子

し
た
後
だ

っ
た
。
そ
の
方
正

化
大
革
命
時
で
も
守
ら
れ
今
村
春
江
さ
ん
の
お
父
上
、
さ
ん
が
、
記
録
映
画
「
嗚
呼

で

、

酷

寒

の

中

、

餓

え

と

栄

た

。

印

殿

義

さ

ん

も

方

正

出

身

華

満

蒙

開

拓

団

」

を

創

ら

れ

た

。

"
'
せ
い

養
失
調
、
発
疹
チ
フ
ス
な
ど
宝
渭
県
と
区
別
す
る
た
め
僑
の

1
人
と
し
て
参
加
さ
れ

6
月
に
東
京
の
岩
波
ホ
ー

で
、
お
よ
そ

4
5
0
0人
が
に
、

「
ほ
う
ま
さ
」
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
方
正
の
残
留
ル
で
一
般
公
開
さ
れ
る
こ
の

息
絶
え
た
。
た
方
正
県
に
は
そ
れ
ゆ
え
、
婦
人
は
ほ
と
ん
ど
日
本
に
帰
映
画
で
、
国
境
を
越
え
た
友

後
年
、
そ
の
時
の
累
々
た
残
留
婦
人
が
一
番
多
く
住
ん
国
し
、
石
井
先
生
も
亡
く
な
愛
の
象
徴
で
あ
る
日
本
人
公

る
白
骨
の
山
を
見
た
あ
る
残
で
い
た
。

っ

た

。

墓

の
存
在
が
、
ま
す
ま
す
光

留
婦
人
は
、
埋
葬
し
た
い
と
定
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
会
は
改
め
て
、
中
国
に
唯
り
輝
く
こ
と
を
願
っ
て
い

思
っ
た
。
そ
の
願
い
は
周
恩
残
留
婦
人
た
ち
を
支
援
し
よ
一
存
在
す
る
日
本
人
公
募
を
る
。

来
総
理
に
ま
で
届
き
、

1
9

う
と
、
敗
戦
時
、
日
本
人
の
多
く
の
人
ぴ
と
に
知
っ
て
い
（
方
正
友
好
交
流
の
会
事

方
正
県
の
「
日
本
人
公
笙
j

6
3年
、
中
国
政
府
は
日
本
引
き
揚
げ
に
力
を
尽
く
し
た
た
だ
き
、
公
酪
建
立
の
国
際
務
局
長
）

i日
i‘

方
正
日
本
人
公
埜
と

映
画
「
嗚
呼
満
蒙
開
拓
団
」

大類善啓

さんが、 前身の会を立ち上げたような表現がされ

ているが事実ではないので訂正しておこう。董殿

義さんは、方正出身華僑として会の趣旨を理解し

大いに賛同してくれた一人である。

さて、この会の活動を続けていると、どうしてこの会が出来たのかと聞かれることが度々

当会の前身「方正地区支援交流の会」が成立した経緯を綴ったある。 そこでこの機会に、

「方正県との出会いとその関わり」（『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ハルビン市方正県物

語』所収）を次頁以降に、また前身の会長であった石井貫ー氏の軌跡を綴った『日本と中国

その底辺を翔けた 70年』（石井貫一編著）に収録されている王鳳山氏（元・方正県副県長）

の「方正地区日本人公募の由来」という記事を紹介する。この原稿の初出は（社）国際善

隣協会の『善隣』 (94年9月発行）に掲載されたものである。（大類）
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『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ハルビン市方正県物語』 (04年4月発行） より転載

一
、
設
立
の
発
端

ー
あ
る
篤
志
家
の
願
い
ー

中
国
東
北
地
方
に
お
い
て
、
日
本
と
ひ
と
き
わ
縁
が
深
く
、
い
わ
ば
日

中
友
好
の
魂
の
地
と
し
て
の
方
正
県
に
対
し
、
多
様
な
支
援
を
行
お
う

と
し
て
結
成
さ
れ
た
「
方
正
地
区
支
援
交
流
の
会
」
は
そ
の
後
、
い
く

つ
か
名
称
を
変
え
て
継
続
し
た
。
こ
の
会
も
、
誕
生
経
緯
を
翻
っ
て
見

れ
ば
実
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
紆
余
曲
折
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
本
稿
は
、

当
初
か
ら
末
席
の
＿
人
と
し
て
会
に
関
わ
っ
た
私
の
さ
さ
や
か
な
思
い

出
で
あ
り
、
同
時
に
―
つ
の
「
歴
史
回
顧
」
で
あ
る
。
後
に
続
く
人
々

の
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

会
の
発
端
は
、
資
産
を
持
つ
、
あ
る
老

い
た
婦
人
が
そ
れ
を
有
益
に
使
い
た
い
と

い
う
志
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
の
婦
人
の
名
前
は
大
塚
し
づ
さ
ん
で

あ
る
。
彼
女
の
夫
は
、
宗
教
法
人
「
大
本
」

の
伯
徒
で
歯
科
医
で
あ
っ
た
。
し
づ
夫
人

は
、
医
者
の
夫
君
と
と
も
に
布
教
を
兼
ね
、

昭
和
の
初
め
メ
キ
シ
コ
に
赴
い
た
。
そ

の
時
、
大
本
教
団
の
創
設
者
で
あ
る
出
口

王
仁
一
一
一
郎
は
し
づ
夫
人
に
遥
か
か
な
た
の

メ
キ
シ
コ
を
、
「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
や
」

と
語
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
ヘ
は

当
時
二
か
月
の
船
旅
だ
っ
た
。

「
な
に
が
ち
ょ
っ
と
そ
こ
な
ん
や
。
聖
師

さ
ん
や
っ
ぱ
り
変
わ
っ
た
人
や
」
、
と
後

年
し
づ
夫
人
は
友
人
に
語
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
し
づ
夫
人
は
戦
前
戦
後
、

中
米
メ
キ
シ
コ
に
一
―

1
0
年
滞
在
し
医
院
を

開
業
す
る
夫
を
支
え
続
け
た
。
そ
の
後
、

一
九
五
一
年
日
本
に
帰
国
し
た
。
婦
国
後

大
塚
夫
婁
は
、
大
本
教
団
の
地
方
幹
部
と

し
て
活
躍
。
そ
の
後
、
夫
君
も
亡
く
な
り
、

お
子
さ
ん
も
な
か
っ
た
大
塚
夫
人
は
、

92

歳
の
高
齢
に
な
っ
た
一
九
八
八
年
五
月
の

時
点
で
、
外
国
に
定
住
す
る
日
系
の
人
々

に
何
ら
か
の
形
で
援
助
し
た
い
意
患
を
明

ら
か
に
し
、
財
産
（
約
五
億
円
）
の
遺
贈

を
決
意
さ
れ
た
。

大
塚
夫
人
は
こ
の
意
志
を
、
親
交
の
あ

る
大
本
信
徒
・
牧
野
史
敬
氏
（
本
名
は
八

郎
、
当
時
設
立
す
る
財
団
の
事
務
局
長
の

予
定
者
）
に
伝
え
、
そ
の
た
め
の
計
画
、

方
法
、
手
続
き
に
関
す
る
一
切
の
事
項
を

牧
野
氏
に
委
託
し
た
。
牧
野
氏
は
そ
の
決

意
に
感
激
、
ま
た
事
の
重
大
さ
を
思
い
、

そ
の
基
本
的
な
構
想
及
び
処
理
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
石
井
貰
一
氏
に
意
見
と
協
力

を
求
め
た
。

大
塚
夫
人
の
念
頭
に
あ
っ
た
対
象
に
な

る
人
々
は
、
中
南
米
に
在
住
す
る
日
系
人

に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
牧
野

氏
は
、
中
南
米
事
情
に
精
通
し
て
い
る
石

井
貰
一
氏
に
相
談
し
た
。
石
井
氏
は
戦
時

中
、
満
蒙
開
拓
民
問
題
に
関
わ
り
、
戦
後

は
移
住
を
中
心
に
し
た
中
南
米
政
策
を
研

究
、
『
わ
が
国
の
中
南
米
政
策
』
の
著
者

で
も
あ
り
、
中
南
米
関
係
の
団
体
理
事
な

ど
を
し
て
い
た
。

石
井
氏
は
牧
野
氏
に
対
し
、
中
南
米
に

関
す
る
民
間
の
各
種
団
体
は
一
応
整
備
し

て
お
り
、
新
し
く
団
体
を
設
立
す
る
余
地

が
な
い
こ
と
を
話
し
た
。
そ
し
て
今
必
要

な
の
は
、
中
国
に
定
住
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
中
国
残
留
邦
人
（
孤
児
及
び
婦
人
）

と
、
そ
の
二
、
三
世
及
び
養
父
母
に
対
す

る
支
援
を
行
う
団
体
の
設
立
で
あ
る
と
語

っ
た
。

二
、
残
留
婦
人
た
ち
へ
の
支
援
構
想

こ
の
構
想
は
、
石
井
氏
が
日
本
の
敗
戦

後
、
北
京
か
ら
藩
陽
（
奉
天
）
に
赴
き
、

百
万
余
の
日
本
人
の
円
満
な
引
揚
げ
工
作

に
従
事
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
お
り
、
日
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中
国
交
正
常
化
以
来
絶
え
ず
念
頭
に
あ
っ

た
こ
と
だ
っ
た
。
日
中
両
国
政
府
の
届
か

な
い
部
分
に
対
し
て
、
民
間
が
戦
後
処
理

を
補
完
す
る
と
い
う
有
意
義
な
事
業
と
し

て
の
石
井
氏
の
構
想
で
あ
っ
た
。

牧
野
氏
と
石
井
氏
は
こ
の
構
想
を
持
っ

て
、
大
塚
夫
妻
と
親
交
が
あ
り
、
ま
た
大

本
信
徒
で
地
方
幹
部
で
も
あ
る
豊
田
利
郎

氏
（
財
団
設
立
に
際
し
て
は
副
理
事
長
予

定
者
、
九
九
年
七
月
死
亡
）
に
報
告
し
相

談
し
た
。

豊
田
氏
は
、
こ
の
構
想
が
大
本
教
団
で

聖
師
と
し
て
慕
わ
れ
た
出
口
王
仁
三
郎
の

教
え
に
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
結

論
に
達
し
、
こ
の
件
を
教
団
の
師
と
し
て

癌
う
、
元
・
大
本
総
長
で
あ
り
元
・
人
類

愛
善
会
会
長
（
教
団
組
織
の
外
郭
団
体
と

し
て
平
和
運
動
な
ど
社
会
活
動
に
関
わ
る

組
織
）
で
あ
る
出
口
栄
二
氏
に
報
告
し
協

議
し
た
。

戦
前
、
大
本
教
団
は
絶
対
的
な
天
皇

制
国
家
の
下
、
一
一
度
に
わ
た
り
弾
圧
さ
れ

た
宗
教
教
団
と
し
て
、
知
識
人
や
心
あ
る

人
々
か
ら
好
意
的
か
つ
畏
敬
の
念
を
持
た

れ
て
い
た
。

戦
後
も
、
か
つ
て
弾
圧
さ
れ
た
体
験
を

持
つ
故
、
平
和
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
り
、

日
本
宗
教
界
に
あ
っ
て
、
そ
の
特
異
な
存

在
が
象
徴
的
な
意
味
あ
い
を
持
っ
て
各
界

か
ら
見
ら
れ
て
い
た
。

こ
と
に
出
口
玉
仁
三
郎
（
戦
後
の
一
九

四
八
年
死
亡
）
は
、
戦
前
か
ら
日
中
間
に

つ
い
て
、
そ
の
親
善
と
安
定
的
な
関
係
の

発
展
を
望
ん
で
い
た
。
出
口
栄
二
氏
は
そ

の
王
仁
三
郎
よ
り
直
接
薫
陶
を
受
け
、
と

り
わ
け
反
戦
平
和
運
動
に
熱
心
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
出
口
栄
二
氏

は
一
九
六
一
一
年
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た

平
和
と
軍
縮
の
た
め
の
大
会
に
、
日
本
宗

教
界
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。
そ
の
折

り
、
中
国
仏
教
会
・
会
長
の
超
撲
初
氏
と

出
会
い
、
氏
の
招
請
に
よ
り
日
本
へ
の
帰

途
、
北
京
を
訪
問
し
た
。

そ
の
北
京
で
あ
る
晩
遅
く
、
出
口
氏
は

周
恩
米
首
相
と
会
見
し
た
。
戦
後
日
本
宗

教
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
初
め
て
の
周
総

理
と
の
会
見
で
あ
り
、
二
時
間
に
及
ぶ
会

談
に
な
っ
た
。
周
首
相
は
そ
の
際
、
戦
前

戦
後
の
大
本
の
活
動
を
聞
き
、
中
国
で
も

っ
と
大
本
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
、

そ
の
場
で
立
ち
会
っ
た
中
国
の
新
聞
、
雑

誌
関
係
者
に
語
っ
た
。
そ
の
会
談
は
『
人

民
日
報
』
に
も
写
真
入
り
で
報
道
さ
れ
た
。

そ
ん
な
経
緯
も
あ
っ
て
数
日
後
、
出
口

氏
は
『
人
民
中
国
』
の
記
者
か
ら
取
材
を

受
け
、
そ
れ
は
日
本
語
版
に
記
事
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
。
余
談
に
な
る
が
、
お
よ
そ

二
十
年
後
、
そ
の
時
の
『
人
民
中
国
』
の

記
者
だ
っ
た
唐
忠
朴
氏
と
私
は
協
同
で
出

版
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

仕
事
で
唐
氏
が
来
日
、
中
国
へ
の
帰
途
大

阪
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
の
折
り
、
通
訳
の

日
本
人
の

K
君
が
、
私
が
大
本
関
係
の
雑

誌
に
原
稿
を
書
い
て
い
る
こ
と
を
唐
氏
に

話
し
た
と
こ
ろ
、
唐
氏
は
大
本
に
つ
い
て

は
よ
く
知
っ
て
お
り
、
聞
け
ば
出
口
栄
二

氏
を
取
材
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
ま
た
奇

遇
だ
と
そ
の
晩
、
出
口
氏
に
電
話
す
れ
ば

出
口
氏
は
ち
ゃ
ん
と
氏
の
名
前
ま
で
記
憶

し
て
お
り
、
翌
日
唐
氏
と
出
口
氏
と
の
再

会
が
大
阪
で
実
現
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
生

ま
れ
た
。

さ
て
、
出
口
栄
一
一
氏
は
、
豊
田
氏
か

ら
の
報
告
と
、
提
唱
者
・
石
井
貰
一
氏
の

構
想
に
共
感
し
、
当
面
の
準
備
活
動
費
と

し
て
篤
志
の
寄
付
を
豊
田
氏
に
与
え
ら
れ

た
。
豊
田
氏
は
こ
れ
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、

同
信
の
同
志
ら
に
呼
び
か
け
設
立
に
至
る

準
備
活
動
費
を
用
意
し
た
。

そ
の
構
想
、
理
念
は
要
約
す
る
と
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

1
)

中
国
に
定
住
す
る
日
本
人
（
残
留

孤
児
及
び
婦
人
）
、
及
び
そ
の
二
、
三
世
、

並
び
に
養
父
母
ら
そ
の
地
域
住
民
が
、
中

国
の
文
化
、
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
、
ひ

い
て
は
日
中
友
好
増
進
に
貢
献
す
る
有
為

な
人
材
を
育
成
す
る
。

2
)
そ
の
た
め
に
「
友
誼
の
場
』
を
十
ケ

所
建
設
す
る
他
、
公
的
資
金
を
活
用
す
る

経
済
技
術
協
力
を
実
施
す
る
。

3
)
日
本
に
永
住
す
る
二
、
三
世
ら
の
進

学
の
た
め
の
永
続
的
な
育
英
事
業
な
ど
を

行
う
。
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

石
井
氏
は
、
こ
の
協
会
の
趣
旨
、
事

業
案
の
作
成
、
政
府
関
係
機
関
の
対
外
援

助
、
及
び
日
中
関
係
の
過
去
と
現
状
な
ど

を
総
括
し
、
周
到
な
調
究
と
方
向
性
を
示

唆
。
主
要
役
貝
人
事
の
諒
解
を
得
る
べ
く
、

ま
さ
に
一
年
有
余
を

H
勤
の
形
で
活
動
し

た。
一
方
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
四

月
十
日
に
は
、
寄
付
行
為
者
・
大
塚
し
づ

を
遺
贈
者
と
し
て
（
財
）
中
国
定
住
者
愛
善

協
会
（
当
時
の
仮
名
称
、
愛
善
と
い
う
言

葉
は
、
大
本
の
教
え
の
根
幹
を
表
現
す
る
。

そ
の
後
、
日
中
愛
善
協
会
に
改
称
）
に
寄

付
行
為
を
行
う
旨
、
公
証
人
立
会
い
の
下
、

公
正
証
書
を
作
成
し
た
。
遺
言
執
行
者
及

び
証
人
に
、
石
井
貫
一
、
豊
田
利
郎
、
牧

野
八
郎
、
北
島
慎
吾
、
吉
野
秀
夫
氏
、
そ

し
て
私
・
大
類
も
つ
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

署
名
し
た
。
こ
の
時
、
し
づ
夫
人
は
同
居
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石
井
氏
が
奔
走
し
た
結
果
、
名
誉
会
長

に
は
宇
都
宮
徳
馬
氏
（
石
井
と
は
親
友
、

京
大
で
同
期
）
、
会
長
に
は
田
川
誠
一
氏

が
就
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
た
。
こ
の

と
き
宇
都
宮
氏
は
、
石
井
氏
に
こ
の
構
想

は
斬
新
な
試
み
で
あ
る
の
で
、
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
各
方
面
に
充
分
に
配
慮
し
て

や
る
よ
う
に
と
、
忠
告
し
激
励
さ
れ
た
。

ま
た
長
年
、
日
中
国
交
回
復
運
動
に
情

熱
を
捧
ぎ
、
周
総
理
と
も
親
し
い
関
係
に

あ
っ
た
岡
崎
嘉
平
太
氏
（
財
団
法
人
・
日

中
経
済
協
会
顧
問
）
に
会
の
最
高
顧
問

に
な
っ
て
も
ら
う
べ
く
石
井
氏
は
交
渉
し

た
。
石
井
氏
と
岡
崎
氏
は
親
し
く
は
な
い

が
、
戦
時
中
大
陸
に
お
い
て
知
り
合
い
で

あ
っ
た
。
岡
崎
嘉
平
太
氏
は
戦
争
中
、
南

京
、
上
海
の
日
本
大
使
館
参
事
官
と
し

て
、
石
井
氏
は
北
京
の
大
使
館
一
等
書
記

官
（
官
房
長
）
と
し
て
、
共
に
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
底
辺
に
お
け
る
日
中
和
平
工
作
を

進
め
て
い
た
関
係
で
お
互
い
知
り
合
い
で

あ
っ
た
。

1

1

1

、
岡
崎
嘉
平
太
氏
の
秘
話

周
恩
来
の
言
菓

の
婦
人
に
だ
き
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
お

顔
を
見
せ
ら
れ
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
ら
れ

た。

そ
の
際
岡
崎
氏
が
、
「
石
井
さ
ん
、
貴

方
の
構
想
は
私
も
以
前
か
ら
考
え
て
い
た

こ
と
で
あ
り
、
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
か
ら

し
つ
か
り
頑
張
れ
っ
て
く
れ
！
。
財
界
方

面
の
エ
作
は
私
が
引
き
受
け
る
か
ら
」
と

石
井
氏
に
強
い
激
励
を
送
っ
た
。

同
時
に
、
日
中
国
交
回
復
の
裏
工
作
に

当
た
り
、
今
ま
で
誰
に
も
話
さ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
が
、
と
前
置
き
し
て
、
次
の

よ
う
な
秘
話
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

「
周
総
理
が
一
番
頭
を
悩
ま
し
た
の
は
、

日
本
に
対
し
て
賠
償
金
を
放
棄
す
る
と
決

意
し
た
後
も
、
中
国
に
最
後
ま
で
残
さ
れ

た
多
く
の
残
留
日
本
人
を
援
助
し
支
援
し

た
金
額
の
賠
償
だ
け
は
譲
れ
ず
、
日
本
に

請
求
す
る
よ
う
に
と
の
声
が
官
民
一
同
、

特
に
人
民
の
間
か
ら
は
強
か
っ
た
」
と
述

べ
、
残
留
婦
人
の
こ
と
に
は
今
後
の
日
中

間
に
お
け
る
一
番
難
し
い
問
題
が
内
在
し

て
お
り
、
後
々
ま
で
尾
を
引
く
問
題
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の

構
想
の
必
要
性
と
重
要
性
を
語
り
、
今
後

も
全
面
的
に
協
力
す
る
旨
約
束
さ
れ
た
。

残
念
な
が
ら
こ
の
会
談
の
一
か
月
後
、
岡

崎
嘉
平
太
氏
は
逝
去
さ
れ
た
。
財
団
設
立

の
エ
作
中
、
石
井
氏
に
と
っ
て
最
も
感
激

し
強
い
印
象
を
残
し
た
話
だ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
財
団
設
立
活
動
中
、
朝
日

新
聞
の
当
時
の
論
説
副
主
幹
・
今
津
弘
氏

と
編
集
委
員
の
坂
本
龍
彦
氏
の
両
氏
、
ま

た
調
究
室
の
西
園
寺
一
晃
氏
ら
か
ら
は
、

常
に
適
切
な
助
言
と
協
力
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
他
に
も
思
い
が
け
な
い
応
援
が
あ
り
、

着
々
と
準
備
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
ん
な
折
り
、
た
ま
た
ま
一
九
八
九
年

（
平
成
元
年
）
十
月
、
山
形
県
大
石
田
町

の
招
聘
に
よ
り
、
方
正
県
副
県
長
・
王
鳳

山
氏
、
外
弁
室
主
任
・
王
広
臣
氏
、
同
副

主
任
の
陳
福
堂
氏
（
通
訳
）
が
来
日
。
こ

れ
は
大
石
田
町
と
方
正
県
と
の
友
好
協
定

締
結
の
準
備
と
日
中
水
稲
王
•
藤
原
長
作

氏
へ
の
表
敬
訪
問
が
主
要
目
的
で
あ
っ
た

が
、
朝
日
新
聞
・
坂
本
龍
彦
氏
の
斡
旋
で
、

石
井
氏
、
豊
田
氏
、
森
山
誠
之
氏
（
設
立

発
起
人
の
一
人
、
国
際
善
隣
協
会
・
元
東

北
委
員
長
）
、
牧
野
氏
、
大
類
ら
関
係
者

と
の
会
談
が
実
現
し
た
。
そ
の
際
、
石
井

氏
か
ら
(
1
)
日
中
愛
善
協
会
の
趣
旨
を

説
明
、

(
2
)
中
国
農
業
の
現
代
化
に
つ

い
て
は
牧
野
氏
が
提
言
を
し
た
。
そ
の

後
の
懇
談
会
等
に
お
い
て
、
日
本
側
か
ら

日
本
人
公
墓
設
立
の
詳
し
い
由
来
と
真
相

四
、
方
正
県
・
王
鳳
山
副
県
長

ら
の
米

8

（
書
い
た
も
の
）
を
求
め
た
。

黒
龍
江
省
方
正
県
(
-
九
九
二
年
ハ

ル
ビ
ン
市
に
合
併
）
は
、
戦
後
の
新
中
国

で
唯
一
の
日
本
人
公
墓
が
建
立
さ
れ
て
お

り
、
残
留
孤
児
・
婦
人
問
題
な
ど
を
論
じ

る
時
、
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
中
心
に

な
る
地
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
を
財

団
設
立
後
の
モ
デ
ル
事
業
候
補
地
の
第
一

号
と
す
べ
く
、
非
公
式
に
話
し
を
し
た
。

中
国
側
か
ら
は
、
山
形
県
と
の
交
流
は

出
来
た
が
、
長
野
県
と
の
交
流
が
な
い
。

方
正
県
の
残
留
日
本
人
に
は
長
野
県
出
身

者
が
多
い
の
で
、
長
野
と
の
交
流
を
実
現

し
た
い
旨
要
望
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
王
鳳
山
氏
ら
一
二
人
は
、
千
葉

県
に
あ
る
大
権
農
場
を
視
察
。
代
表
幹
事

の
林
幹
男
氏
の
詳
し
い
説
明
に
、
王
鳳
山

氏
ら
は
一
言
の
質
問
も
な
く
、
「
ま
る
で

吸
取
紙
の
よ
う
に
聞
き
入
り
メ
モ
を
取
っ

た
」
（
牧
野
氏
ー
。
聞
け
ば
、
有
吉
佐
和
子

の
『
複
合
汚
染
』
の
中
国
語
訳
を
王
鳳
山

氏
が
事
前
に
中
国
で
読
ん
で
お
り
、
今
日

の
農
業
の
問
題
を
熟
知
し
て
い
た
の
だ
。

王
鳳
山
副
県
長
ら
は
帰
国
後
、
前
記
の

事
項
に
つ
い
て
県
幹
部
と
協
議
し
黒
龍
江

省
と
も
連
絡
、
日
本
側
の
申
し
入
れ
を
受

け
て
立
つ
と
の
決
意
を
表
明
さ
れ
、
氏
自

身
が
対
日
連
絡
担
当
と
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
両
国
内
の
準
備
活
動
は
順

調
に
進
ん
で
い
た
。
設
立
準
備
事
務
局
と

し
て
は
、
一
九
九
二
年
（
平
成
二
年
）
中

に
、
日
中
両
国
政
府
及
び
関
係
機
関
の
賛

同
と
、
更
に
現
地
の
準
備
調
査
を
行
い
、

一
九
九
二
年
八
月
の
財
団
設
立
に
向
け
て

準
備
が
進
行
し
て
い
た
。

五
、
大
塚
夫
人
の
養
子
縁
組
と
逝
去

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
思
わ
ぬ
事
態
が
生
じ

た
。
一
九
九

0
年
五
月
十
二
日
、
九
二
歳

の
大
塚
夫
人
が
逝
去
さ
れ
た
の
だ
。
そ
し

て
次
の
よ
う
な
事
態
が
判
明
し
た
。

大
塚
夫
人
が
病
気
重
体
に
な
っ
て
か

ら
、
大
塚
夫
人
と
大
塚
夫
人
宅
に
同
居
し

介
護
者
で
も
あ
っ
た
園
頭
夫
妻
（
大
本
信

徒
）
と
の
養
子
縁
組
が
、
平
成
二
年
（
一

九
九

0
)
三
月
十
四
日
付
け
で
行
わ
れ
、

遺
産
を
遺
贈
す
る
旨
、
署
名
さ
れ
て
い

た
の
だ
。
大
塚
夫
人
は
当
時
、
日
大
医
学

部
付
属
病
院
に
入
院
中
で
あ
っ
た
。
準
備

活
動
に
奔
走
し
て
い
た
豊
田
、
牧
野
両
氏

と
園
頭
夫
妻
は
熟
知
し
た
間
柄
で
あ
っ
た

が
、
何
等
の
連
絡
も
な
か
っ
た
。

豊
田
、
牧
野
両
氏
も
、
そ
の
点
で
は
不

覚
に
も
大
塚
夫
人
の
死
去
ま
で
、
こ
の
こ

と
が
知
ら
さ
れ
て
い
ず
、
ま
さ
に
晴
天
の

露
歴
で
あ
っ
た
。

し
か
し
豊
田
、
牧
野
両
氏
は
、
大
本
信

徒
ら
し
く
実
に
、
活
淡
と
し
て
潔
く
こ
の

事
態
の
推
移
を
認
め
た
。

私
自
身
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
底
に
流
れ

る
人
間
の
業
、
行
為
と
い
う
こ
と
に
改
め

て
思
い
を
巡
ら
す
ば
か
り
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
当
初
か
ら
こ
の
活

動
を
支
援
し
て
き
た
大
本
信
徒
グ
ル
ー
プ

の
中
か
ら
も
、
当
時
大
本
教
団
の
教
主
争

い
（
裁
判
に
も
な
っ
た
）
の
渦
中
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
不
協
和
音
が
囁
か
れ
て

き
た
。
こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
宗
教

教
団
特
有
の
後
継
者
争
い
、
権
力
争
い
な

ど
外
部
の
人
間
に
は
伺
い
知
れ
な
い
複
雑

な
感
情
の
も
つ
れ
も
起
因
し
て
い
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
私
は
今
で
も
豊
田
、
牧

野
両
氏
に
い
た
く
同
情
の
念
を
禁
じ
得
な

、。
l
>
 

そ
こ
で
発
起
人
代
表
、
相
続
権
者
、
支

援
宗
教
者
グ
ル
ー
プ
と
の
間
の
折
衝
な
ど

が
極
秘
裏
に
進
行
し
た
が
、
一
九
九

0
年

（
平
成
二
年
）
十
一
月
十
一
日
の
相
続
税

申
告
の
時
期
ま
で
に
、
そ
の
調
整
が
つ
か

な
く
な
っ
た
。

発
起
人
の
中
に
は
優
秀
な
弁
護
士
を
つ

け
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
を
主
張
す
る
者
も

い
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
法
律
的
に
は
養
子

縁
組
が
優
先
す
る
が
、
寄
贈
者
は
入
院
中

で
重
体
で
あ
り
三
月
十
四
日
の
養
子
縁
組

の
時
点
に
お
い
て
、
果
た
し
て
大
塚
し
づ

夫
人
の
意
思
決
定
の
判
断
能
力
有
無
が
問

題
に
な
り
、
医
師
の
証
明
が
必
要
と
な
る
。

そ
う
な
れ
ば
裁
判
に
な
る
。
残
留
邦
人
問

題
で
裁
判
沙
汰
に
な
れ
ば
、
正
邪
善
悪
は

別
と
し
て
内
外
の
物
笑
い
に
も
な
る
こ
と

は
必
至
と
考
え
、
発
起
人
代
表
三
名
（
石

井
、
豊
田
、
牧
野
）
は
、
涙
を
の
ん
で
、

同
年
十
一
月
事
務
局
の
閉
鎖
を
決
意
。
協

会
設
立
へ
の
活
動
及
び
運
動
の
展
開
は
挫

折
、
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

「
三
年
前
、
私
た
ち
が
協
会
設
立
を
思

い
た
っ
た
理
由
は
、
遺
産
を
人
道
的
事
業

に
役
立
て
た
い
と
い
う
篤
志
家
大
塚
し
づ

氏
の
遺
産
を
母
体
に
し
て
、
中
国
残
留
孤

児
の
養
育
に
厚
く
し
て
く
れ
た
養
父
母
や

地
域
社
会
に
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
い

と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
」
。
「
事
を
な

す
上
で
の
展
望
と
着
手
に
お
い
て
、
と
り

わ
け
私
た
ち
発
起
人
の
不
明
と
不
徳
と
を

深
く
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
幾
重
に

も
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
い
う
詫
び

状
は
、
日
中
愛
善
協
会
（
会
の
名
称
は
こ

の
時
点
で
は
こ
う
変
わ
っ
て
い
た
）
設
立

準
備
委
員
会
•
発
起
人
代
表
と
し
て
、
石

井
貰
一
氏
、
豊
田
利
郎
氏
、
そ
し
て
事

務
局
長
・
牧
野
史
敬
氏
の
名
で
協
力
関
係

六
、
会
再
興
の
声
広
が
る

者
に
発
信
し
、
石
井
、
牧
野
氏
ら
主
要
関

係
者
は
断
腸
の
思
い
で
事
務
所
を
閉
鎖
し

こ。t
 一

九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
に
な
る
と
、

各
方
面
か
ら
こ
の
崇
高
な
理
念
と
構
想
を

再
現
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
声
が
高
ま
っ

て
き
た
。
ま
た
、
方
正
県
か
ら
も
再
建
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
き
た
。

規
模
を
小
さ
く
し
対
象
を
方
正
県
一
か
所

に
し
ぼ
っ
て
実
施
し
て
は
い
い
の
で
は
と

い
う
意
見
が
出
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九

九
一
年
（
平
成
一
二
年
）
五
月
、
劉
副
県
長

一
行
の
来
日
を
機
に
、
ハ
ル
ビ
ン
市
方
正

地
区
支
援
交
流
の
会
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
九
一
年
（
平
成
―
―
一
年
）
、
王
鳳
山

氏
よ
り
再
度
、
石
井
氏
と
森
山
氏
に
、
「
方

正
県
の
残
留
者
に
は
長
野
県
出
身
者
が
多

い
か
ら
、
な
ん
と
か
長
野
と
の
交
流
を
つ

な
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。

そ
こ
で
、
石
井
、
牧
野
氏
ら
は
奔
走
。
牧

野
氏
と
学
校
法
人
・
小
山
学
園
長
野
研
修

セ
ン
タ
ー
長
・
平
沢
信
夫
氏
が
主
と
な
り
、

長
野
県
の
訪
中
団
（
方
正
県
と
の
交
流
）

を
組
織
し
た
。
そ
し
て
、
（
社
）
長
野
県

農
協
地
域
開
発
機
構
常
務
理
事
・
山
川
伊

一
郎
氏
、
主
任
統
括
部
長
・
林
隆
志
氏
、
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陳
福
堂
さ
ん
に
最
初
に
出
会
っ
た
の
は

前
述
し
た
よ
う
に
一
九
八
九
年
十
月
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
の
前
年
よ
り
私
は
日
本
語

学
校
を
友
人
と
設
立
し
新
た
な
活
動
に
入

っ
て
い
た
。
私
の
新
し
い
日
本
語
学
校
の

名
刺
を
見
せ
る
と
、
王
鳳
山
氏
が
「
陳
さ

ん
は
日
本
に
留
学
し
た
い
ん
だ
よ
」
と
私

に
話
し
か
け
た
。

通
訳
で
来

H
し
た
陳
福
堂
さ
ん
は
も
ち

ろ
ん

H
本
語
は
で
き
る
。

ハ
ル
ビ
ン
に
あ
る
黒
龍
江
大
学
で
日
本

語
を
学
ん
だ
経
験
も
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
で
の
生
活
体
験
は
全
く
な
い
。
日
本
で

日
本
語
を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
気
持
ち
は

私
に
も
と
て
も
よ
く
わ
か
っ
た
。

そ
の
話
題
は
そ
の
場
で
終
わ
っ
た
が
、

牧
野
氏
が
王
鳳
山
氏
一
行
を
成
田
空
港
で

見
送
っ
た
際
、
王
鳳
山
氏
か
ら
正
式
に
陳

福
堂
さ
ん
を
日
本
に
留
学
さ
せ
た
い
、
ぜ

ひ
応
援
し
て
く
れ
と
い
う
話
に
な
っ
た
。

七
、
方
正
県
・
陳
福
堂
さ
ん
の

H
本
留
学

戸
隠
村
助
役
・
鈴
木
喜
公
氏
、
平
沢
氏
ら

が
、
長
野
在
住
の
中
国
人
・
劉
莉
女
士
を

伴
い
方
正
県
を
訪
問
、
日
中
農
村
経
済
交

流
発
展
に
つ
い
て
、
双
方
は
覚
言
に
署
名

し
た
。

も
ち
ろ
ん
私
は

H
本
語
学
校
で
受
け
入

れ
る
準
備
を
し
た
。
が
、
当
時
は
今
と
違

っ
て
、
法
務
省
人
国
管
理
局
の
審
究
が
と

て
も
厳
し
い
時
代
。
ま
し
て
陳
さ
ん
は
す

で
に
三
十
歳
を
越
え
て
い
た
。
人
管
局
も

基
本
的
に
二
十
歳
代
の
若
い
青
年
を
受
け

人
れ
る
体
制
で
あ
る
。
身
元
保
証
人
制
度

も
あ
っ
た
時
代
だ
。

し
か
し
、
牧
野
氏
は
全
力
を
挙
げ
て
奔

走
し
た
。
私
も
ぜ
ひ
入
学
さ
せ
た
い
と
万

全
の
書
類
を
整
え
、
無
事
日
本
留
学
の
審

究
に
合
格
し
た
。
一
九
九

0
年
十
月
に
人

学
し
た
陳
さ
ん
は
、
学
生
の
中
で
は
一
番

年
長
だ
っ
た
が
、
人
柄
も
お
お
ら
か
、
が

つ
が
つ
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
す
学
生
で

は
な
い
。
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
学
生
は
も
ち

ろ
ん
、
先
生
方
か
ら
も
そ
の
人
柄
は
一
目

置
か
れ
て
い
た
。
子
供
た
ち
を
苦
労
し
て

育
て
た
母
の
思
い
出
を
綴
っ
た
作
文
は
、

職
員
の
中
で
も
涙
を
誘
い
、
「
も
う
こ
ん

な
人
は
日
本
の
若
者
に
は
い
な
い
わ
ね
」

と
話
題
に
も
な
っ
た
。

陳
さ
ん
は
二
年
の
日
本
留
学
を
終
え
、

九
―
一
年
の
秋
無
事
帰
国
。
方
正
県
の
外
事

弁
公
室
で
更
に
磨
き
を
か
け
た
日
本
語
で

残
留
婦
人
た
ち
と
の
対
応
や
対
日
関
係
の

仕
事
に
戻
る
一
方
、
王
鳳
山
氏
を
校
長
と

し
て
設
立
さ
れ
た
私
立
方
正
日
本
語
学
校

王
鳳
山
氏
の
再
来

8

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
十
月
、
日

本
側
の
招
聘
に
よ
り
方
正
県
か
ら
県
長
代

行
の
県
常
務
委
書
記
・
鄭
洪
徳
氏
、
県
人

代
常
務
委
主
任
・
由
広
恒
氏
、
県
人
代
常

務
委
副
主
任
・
王
鳳
山
氏
ら
が
来
日
し
た
。

そ
し
て
、
十
一
月
一
日
東
京
の
私
学
会
館

に
お
い
て
、
方
正
県
と
の
友
好
交
流
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

テ
ー
マ
と
講
演
者
は
次
の
通
り
だ
。

一
、
ハ
ル
ビ
ン
市
方
正
県
の
現
況
と
展
望

鄭
洪
徳

―
-
、
方
正
県
公
立
日
本
人
公
墓
建
設
の
経

緯

王

鳳

山

三
、
日
中
農
村
発
展
交
流
の
意
義

石
井
貫
一

四
、
日
本
人
公
墓
の
顕
彰
に
つ
い
て

森
山
誠
之
（
社
）
国
際
善
隣
協
会
元
中

国
東
北
委
員
長

五
、
方
正
県
友
好
交
流
の
灯
を
か
か
げ
て

堀
越
善
作
（
立
正
佼
成
会
・
嵐
山
会
会

長）

六
、
方
正
県
農
村
見
た
ま
ま
と
所
感

山
川
伊
一
郎

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
日
中

¥‘ J 
の
副
校
長
と
し
て
活
躍
の
舞
台
を
広
げ

た。

愛
善
協
会
設
立
の
趣
旨
と
理
念
を
再
認
識

し
、
活
動
の
拠
点
を
方
正
県
に
し
ぽ
り
、

『
方
正
地
区
支
援
交
流
の
会
』
と
し
て
発

足
し
た
。
そ
し
て
公
的
支
援
と
し
て

O
D

A
の
活
用
方
途
、

N
G
o
団
体
と
し
て
の

支
援
方
途
を
調
壺
研
究
す
る
と
い
う
こ
と

で
意
見
の
一
致
を
み
た
。
そ
の
後
、
都
立

衛
生
研
究
所
・
食
品
添
加
物
研
究
科
・
風

間
成
孔
科
長
か
ら
、
漢
方
生
薬
の
入
手
依

頼
。
中
国
当
局
に
認
可
さ
れ
た
方
正
日
本

語
学
校
（
校
長
・
王
鳳
山
、
副
校
長
・
陳

福
堂
就
任
）
へ
の
支
援
、

O
D
A
に
よ
る

支
援
な
ど
、
石
井
貰
一
氏
は
八

0
歳
の
高

齢
を
押
し
て
連
日
、
政
府
関
係
機
関
へ
奔

走
。
何
度
か
随
伴
し
た
牧
野
が
「
老
僧
の

辻
説
法
を
見
る
思
い
」
と
感
嘆
す
る
ほ
ど

だ
っ
た
。
一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
、
劉
慶
有
・

副
県
長
一
行
が
方
正
県
経
済
貿
易
代
表
団

と
し
て
来
日
し
た
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え

て
同
年
五
月
＝
―
-
日
、
日
中
友
好
会
館
に

お
い
て
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
ハ
ル
ビ
ン
市

方
正
地
区
支
援
交
流
の
会
・
設
立
総
会
を

開
催
し
て
正
式
に
発
足
し
た
。
ま
た
、
石

井
、
関
洋
一
（
元
・

J
I
C
A
職
員
）
、

牧
野
氏
ら
は
、
一
九
九
四
年
春
（
平
成
六

年）、

O
D
A
実
施
予
算
案
と
し
て
詳
紬

な
概
算
申
請
書
を
国
際
協
力
事
業
団

(
J
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I
C
A
)
に
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
方
正

地
区
支
援
交
流
の
会
は
、
副
題
と
し
て
、

「
住
民
福
祉
の
向
上

(
N
G
o
を
想
定
）

と
産
業
発
展

(
O
D
A
を
想
定
）
の
た
め

の
支
援
交
流
を
行
う
会
」
と
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

九
、
初
の
方
正
県
訪
中
団

一
九
九
三
年
（
平
成
五
年
）
七
月
、
日

本
か
ら
第
一
次
方
正
県
訪
中
団
を
送
っ

た
。
豊
田
利
郎
を
顧
問
、
牧
野
史
敬
氏
を

団
長
と
し
て
、
林
幹
男
氏
（
大
権
農
場
代

表
）
、
大
類
善
啓
（
当
時
、
日
本
語
学
校

校
長
）
菫
殿
義
、
徐
誠
、
李
国
軍
（
東
京

在
住
の
方
正
県
出
身
の
華
僑
た
ち
）
氏
ら

が
、
方
正
日
本
語
学
校
開
校
記
念
寄
付
金
、

日
本
人
公
墓
の
維
持
管
理
基
金
預
託
金
、

公
墓
参
詣
者
に
配
布
す
る
参
詣
符
の
サ
ン

プ
ル
を
持
参
し
て
参
加
し
た
。

現
地
の
方
正
県
で
は
か
つ
て
大
権
農

場
に
研
修
生
と
し
て
来
B
し
て
い
た
金
永

春
、
緯
嘘
氏
―
一
人
が
吉
林
市
か
ら
通
訳
と

し
て
参
加
し
た
。

現
地
で
は
劉
慶
有
・
副
県
長
、
王
鳳
山
、

由
広
恒
、
王
治
国
（
弁
公
室
主
任
）
、
王

広
臣
、
陳
福
堂
氏
ら
が
会
議
に
参
加
し
た
。

ま
た
、
林
幹
男
、
李
国
軍
氏
ら
は
現
地
の

有
畜
複
合
農
業
、
環
境
重
視
の
有
機
農
業

※
※
 

※
※
 

を
研
究
テ
ー
マ
に
し
て
現
地
の
農
場
を
視

察
。
牧
野
、
菫
殿
義
ら
は
、
サ
イ
ク
ロ
デ

キ
ス
ト
リ
ン
研
究
の
た
め
方
正
生
物
化
工

廠
を
視
察
し
た
。

豊
田
、
大
類
ら
は
、
方
正
日
本
語
学
校

を
視
察
し
た
。
王
鳳
山
氏
に
案
内
さ
れ
た

日
本
語
学
校
で
は
、
三

0
人
近
い
生
徒
が

熱
心
に
学
習
し
て
い
た
。
半
分
近
い
生
徒

は
残
留
婦
人
一
一
、
三
世
の
子
弟
だ
っ
た
。

二
人
の
熱
心
な
先
生
が
教
壇
に
立
た
れ

て
い
た
。
そ
の
一
人
は
も
う
す
ぐ
ハ
ル
ビ

ン
の
方
に
移
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
日
本

語
を
教
え
る
体
制
を
充
実
さ
せ
、
熱
心
な

生
徒
に
応
え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
見

学
後
改
め
て
思
っ
た
。

十
八
日
、
全
員
で
日
本
人
公
墓
を
参
拝
。

牧
野
氏
が
司
祭
に
な
っ
て
神
式
に
よ
る
清

祓
．
慰
霊
式
を
行
っ
た
。

婦
途
、
ハ
ル
ビ
ン
で
ハ
ル
ビ
ン
市
農
政

担
当
副
市
長
・
張
松
嶺
氏
ら
と
会
見
。
ハ

ル
ビ
ン
市
と

J
I
C
A
間
に
お
い
て

O
D

A
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
み

て
帰
国
し
た
。
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『日本と中国 その底辺を翔けた 70年』 (03年4月発行） より転載

『
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方
正
地
区
日
本
人
公
墓
の
由
来
ー
王
鳳
山
訳
•
森
山
誠
之

はじめに

歴史は一面の鏡である。歴史をもって典隆を知

り、善悪を明かし、得失を論究する。

本世紀の初めから40年代の半ばまで、日本軍国

主義は侵略の魔手を中国に伸ばし、中国人民に重

大な災難をもたらし、長い中日関係の歴史に点々

と血痕の 1ページを留めた。このほぼ半世紀来、

平和の鐘声は世界の大地を震憾し、平和の慈雨は

中日両国人民の心田をうるおした。今この 1篇を

草する唯一の目的は歴史の悲劇を繰り返させず、

中日両国人民が世々代々友好を継続させることに

ある。

方正県域を出て恰年浜ー同江の公路を東に 7粁、

恰同公路187粁の一里程標の東50メートルの三叉

路から東南方を望めば約1.5粁の遠方に、松花江

の南岸、抱台山西北麓に一群の松林に覆われた墓

地を望見することができる、これが即ち内外に著

名な日本人墓地である。

この公墓にはかつて黒龍江省に生活した5,000

余の日本人が眠っている。彼等は当時日本政府に

よって開拓団として中国に来た者で、その絶対多

数は無享の婦女子であった。彼等は蝙されて中国

東北に来たが、 一塊の王道楽土も開拓せず、却っ

て異国の他郷に葬られ、日本軍国主義侵略戦争の

殉難者となり、 1945年以来、‘‘他郷に客死'’した

が‘‘冤魂は消えず”、“恨みを九泉に携え'’ている。

彼等は子孫に“中日の友好’'と‘‘世界の平和”の

大切さを心から希い、それを訴えてやまない。

ー 開拓民は難民となる

日本の移民政策は1900年以来当時の日本政府の

統治集団の内部に形成されていた。 この移民政策

は当時の日本政府の七大国策の 1つであった。

1939年、日本政府は移民を開拓民と改称した。

その開拓政策は日本国内の人民を開拓団に組織し

て、偽満州国（中国東北地区）に送り、土地と資源

を掠奪し、人口を増やし、植民統治を図るもので

あった。

1936年5月11日、日本関東軍は《満州農業移民

100万戸移住計画方策》を策定し、 1937年以後20

年間（毎5年を 1期として計4期）に中国移民10

0万人を提議した。

1936年7月、日本拓務省はこの計画数を基礎に

日本政府の《20年100万戸送出計画》を設定し、

1937年 5月、日本拓務省の《第一期計画実施要

項》を発表し、 1937年～1941年を第一期と決定し

た。この五年間に中国東北地区移民は10万戸であ

り、こうして《100万戸移民計画》は正式に実行

を開始した。

《100万戸移民計画》の設定と推進に従い、日本

国内では分村分郷移民と16歳から19歳の青年の満

蒙開拓青少年義勇隊方式がとられて中国東北地区

に送り出された。この第 1期5カ年計画期間に、

日本が中国東北に移出した開拓民は42,636人、義

勇隊は54,394人、計97,030人。この数と日本政府

の計画した162,200人とはその差は甚だしい。こ

れは日本国内の人民も故郷を離れて中国東北に行

き侵略戦争に参加することを望まなかったことを

証明する。第2期5カ年計画は1942年から1946年

であるが、中国東北開拓民22万、そのうち一般開

拓民159,600人、義勇隊60,400人。

この数を達成できなかった。

日本帝国主義の中国侵略戦争はことごとに失敗

しかし実際は

し、多数の青年開拓民も応召入隊して軍を補充し

た。かくて後期の開拓団は大多数が老人、婦人と

子供であった。即ち日本侵略者の移民政策は1934

年に於いて既に失敗し、第2期5カ年計画は到達

期前に日本帝国主義そのものの失敗によって壊滅

した。統計によれば、中国東北地区に移住した開

拓民は概ね22万人で然も移住地の大部分は黒龍江

省であった。

これら開拓団民の中国束北に移った絶対多数は己

むを得ず米た者である。当時3つの原因があった。

①は日本国内の移民政策の緊迫で、当時の日本

政府はこの殖民政策推進のために専門の拓務省及

下部組織の拓務局、拓務課を設け、全国の上から

下までのエ作機構を整備した。開拓民の招集、訓
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練、輸送は凡てその貢任で、日本全土の上下が常

時のエ作態勢に在り、当時一般の日本貧民はこの

潮流から逃れることは難しかった。

②は大部分の開拓民は生活の逼迫と連年の戦争

から、日本国内の経済は愈々貧困を加え、もし一

人の開拓民を出せば、その家には僅少ながら補助

金が支給された。方正県に残留した一日本婦人日

く、彼女が開拓団に参加したので家は3俵（約75

キロ）の大豆を貰ったが、当時の日本農家にとっ

ては大きな補助であった。家庭の衣食を維持する

ために、青年のある者達は義勇隊を志願した。あ

る者は家人の離散を嫌い家中で東北に移った。

③は兵隊のがれである。日本政府は中国や束南

アジア各国の侵略のために国内で大量の兵隊を徴

集しなければならない。日本青年の誰が進んで兵

隊になり戦争に征きたいだろうか。日本政府は青

年を動員して満州に送るために、‘‘開拓団に参加

すれば兵役を免除される”と嘘を言って青年を蝙

した。兵役のがれのために多勢の青年が蝙されて

中国に来て開拓民や義勇隊に入った。実際は大戦

の後期には日本の侵略戦争がことごとに敗退した

為に、中国東北地区の開拓民中の青・壮年は根こ

そぎ動員で前線に征き、開拓民も兵役から逃れる

ことはできなかった。

2
 
難民の命運

1945年8月15日、日本の侵略戦争は失敗した。

日本政府は世界に向け無条件降伏を宣言した。こ

こに至り、凡ゆる中国の日本開拓民は日本政府か

ら放棄され、当時の満州国政府からも棄てられ、

日本関東軍からも棄てられた。戦争後期において

は、 18歳～45歳の男子は皆応召人隊して、前線戦

場に出征していたために、開拓団中に残る者は僅

かに老・弱・病人と婦女子と子供だけであった。

彼等が日本の敗戦を知り、日本政府の無条件降伏

の情報を知った時は正に青天の露需であった。彼

等の、身は他国の異郷に在り、孤立無援、只ひた

すらに故郷一日本への帰国を想った。よって8月

16日から各開拓団は各自集結して帰国の方途をさ

ぐったが、彼等はこのとき既に天涯無援の落人で

あった。佳木斯附近の樺南、樺川、湯原等の開拓

民は牡丹江を経由しで帰国しようとしたが、中途

で阻止され再び依閾県に戻り、林口、依閾県の開

拓民と一緒に方正県行の道を珠河県（現尚志県）

から吟年浜に出て帰国しようと考えた。

ここで方正県東部各地開拓民は方正県内に集結

を始めた。集計によれば当時、方正県に集結した

開拓民は全東北地区開拓民の12.5%（即ち 2万人

余）に達したと見られる。彼等は日本政府が既に

敗戦降伏したために開拓民も戦々競々であった。

彼等は本道上を歩けず、山道を、昼間は歩けず夜

歩いた。飢は迫るし、加うるに連日の雨で毎日僅

に数キロがやっと、携行食糧も尽き、附近の畑で、

とうもろこしや藷を盗み取って飢をしのいだ。彼

女等は生後何力月の乳児を背負い、幾歳かの子供

の手を引き、老弱病人を扶けねばならなかった。

天からは雨が降り、土地ぱ泥滲、山を登り、河を

渡り、林を抜け、着物は破れ、蚊や虫に剌され、

飢餓と寒気交々迫り歩行蝦難を加えた。依蘭県か

ら方正県まで100キロ余の路を 1カ月も、

もかかった。団体行動のため、取り残されること

は許されず、ある者は子供を山上や林の中に置い

2カ月

て来たし、ある者は河中に、ある者は路傍におい

て中国人が収容して助けてくれるのを祈るしかな

かった。或は老人、病人、衰弱者は河を渡るとき

溺死して他人に迷惑をかけないようにした。真に

一路血涙、歩々難辛であった。

これ等開拓団民が方正県吉利開拓団本部に着い

た時は既に晩秋であった。大部分の者は長途跛渉

のために体力の消耗甚だしく、その上飢餓のため、

病人になって歩くことも出来なかった。当時この

本部に集結した開拓団民は優に 1万名を超え、家

には人り切れず、馬小屋に住み、或は地下に穴居

した。食物が無いので附近の中国人農家に乞い、

畑へ行って取って来たのを焚火して日本軍用鉄か

ぶとで煮て食べた。

ー同は一時期、休養後また出発しようと想った。

然し幾日もせずに厳冬に入り、大雪が地を覆った。

訳
•
森
山
誠
之
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家の中は凍るのに身には単衣を着て土の上で眠っ

た。伝染病が流行し始めたため死の恐怖が開拓民

逹を襲った。幾日もせず死亡者は漸次増加した。

当地の村民や残留日本婦人の話によれば“一軒の

家に幾十人も住んで居たが最後に生き残った者は

数人に過ぎなかった’'と。

最初は、死亡者を運び出して埋葬したが、後に

は死人を運び出す力もつきて、家の中に積み重ね

る有様となり、一軒の大きな家に数人の生きた者

と幾十もの屍体と、残りは未だ息を引きとらぬ者

であった。彼等は病に冒され、身体は衰弱し、飢

を忍び、凍傷にかかりながら尚頑張っていた。彼

等は尚強烈な生きる欲望を持ち、唯一の目的は厳

冬を越して日本に帰る 、自分の祖国に帰りた

い念願だけだったが、このような蝦苦な条件下で

は生きる希望は池茫たるものであった。

開拓民達は滅亡の災と対面した。不完全な統計

ではあるが、黒龍江省に入植の開拓民は68,713人、

その中最も多かった長野県開拓民は11,547人で16.

8％を占めた。死亡人数は23,115人で、その中長

野県人は5,168人で22.36％を占めた。未帰国人数

は9,987人、その中長野県人は1,998人で20.1％を

占めた。換算すれば長野県から黒龍江省に送られ

た開拓民は11,547人中死亡5,168人で死亡者の比

率は44.76％に当る。長野県の死亡者と未帰国者

総数は7,166人で、長野県から黒龍江省に入植し

た開拓民11,547人の62.06％に当り、これは長野

県人民の不幸であった。

1946年2月、方正県人民政府が成立するや、人

民政府は日本開拓民の悲惨な情景を目撃して直ち

に決定したことは、①方正鎮、伊漢通、徳善郷の

人民を動員して人と車を出して開拓民の屍体を遠

方に運搬し、家屋周辺の屍体を取り出して埋葬す

ることであった。回憶によれば当時収集した屍体

は4,500体余りで抱台山の東側の‘‘楊二玄溝'’で

ガソリンをかけ三日三晩で火葬した。②は附近の
いき

住民を動員して未だ呼吸のある開拓民を各自の家

に引取って扶養することであった。

統計によれば、当時方正県の老百姓（一般庶民）

建立時の「方正地区日本人公墓」。後に

礎石部分が造り直された

が収容した日本開拓団民の残留者は4,200余人の

多きに達した。これは当時、日本の侵略戦争によ

る重大な災害であるが、一方、経済的に甚だ困難

な中国老百姓（一般庶民）のこのような措憤と行

為は人道主義的精神の表れであり、その気高い品

性は表現を超えた高貴なものと言うべきであろう。

3
 
公墓建立

戦争も終り、蝦苦の歳月も過ぎ、方正県の老百

姓（人民）の引き取った残留婦人、子供逹も精神

的安堵と医療と扶養を得て皆健康を取り戻し夫々

の家庭の一員と成り、あるものは中国人と結婚し

て子女を生み新生活を開始した。但し多くの者は

常に抱台山附近を訪ねて亡き人々を弔った。抱台

山の東側には片々たる白骨があって、これを看る

者には大へんな悲痛と凄惨を思い出させた。多数

の当地日中人民の申し出により、県政府は省政府

の同意の下に、 1963年5月4日抱台山の東側に一

基の日本公墓を建立した。 1973年の春、 ダムの建
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設によって埋没するため、公墓を抱台山西北麓に

移転するに当っては、省政府の補助金を得て用地

を買収し周囲に松林を植栽してこれを再建した。

その経費は省政府の補助と県政府当年歳人の14%

に当った。再建した公墓はコンクリート造りで直

径3メートル、高さ1.5メートルの円形とし、墓前

に花岡岩の石碑を建て、刻するに‘‘方正地区日本

人公墓’'の文字を以ってした。碑は日本型で、高

さ3.3メートル。遺骨はすべて円形の墓に納めた。

1984年9月18日に至って、日本側が省外事弁公

室領事部と諮り鶏西市麻山西側に在った530体の

日本開拓民の遺骨を方正地区日本人公繕に移葬し、

別に‘‘麻山地区日本人公墓’'を建て、同じ規格で

石碑も建てられた。

1984年10月19日、日本国恰達河友好訪中団一行

31名は、団長石山博一、顧問金丸千尋引率の下に

方正県の“方正地区日本人公墓’'に来て、“麻山

地区日本人公墓”の遺骨に対し慰霊祭式典を厳修

した。

1989年、省政府の許可の下に、また補助金を受

け、県政府も一部分の経費を支出して周囲の土地

を購入し墓地を拡め、公塾の四周に100メートル

の鉄柵をめぐらし、コンクリートの階段、祭台を

設け墓と碑を新たに補修した。墓地の正門には鉄

の大門があり、両門扉には富士山と万里長城の色

彩画を掲げ、‘‘中日友誼’'と‘‘永不再戦’'の標語

を書した。公痙の清潔を保ち、参拝者の祭祀の便

宜のために墓地の近くに59平方メートルの建物一

参拝者休息所と別棟の手洗所を設け、県政府外事

弁公室は 1名の専従者を配して常時この墓地を看

守らせている。この20年来に100を超える日本の

団体、数千人が参拝のために方正を訪ね、中国東

北唯一の日本人公菓を葬祭しここに眠る親族や友

人を慰霊追悼した。

おわりに

47年は過ぎ去った。日本の中国侵略戦争は我々

に苦痛の回憶を残した。それは中国人民に重大な

災害を及ぼしたばかりでなく同時に日本人民にも

至
袷
休
浜

抱
台
山

△
 

ロ
日
本
人
公
墓

一

lー県政府所在叫

北

j

至
同
江

苦痛と災難をもたらした。日本の幾十万の開拓民

こそ中国侵略戦争の犠牲者であり殉難者である。

これに反して、日本帝国主義侵略の災難を満喫し

た中国東北地区人民、別しても方正県人民は日本

開拓民に対し、深切な同情心を以って、方正人民

の国際主義、人道主義精神を発揮した。

当時経済的にも極めて困難で生活状態も甚だ苦

しい中で、開拓団の帰国に便宜を提供し、奉什的

援助を与え、また数千名に及ぶ日本開拓団の残留

者を救護扶養した。荒野に曝された屍体や遺骨を

埋葬し方正県に日本人公墓を建立した。明らかに

証するに足ることは中国人民が終始日本軍国主義

分子と日本人民とを区別し一貫して中日両国人民

の友好應待を堅持していることである。

47年は過ぎ去って、中日国交正常化20周年の今

日、我々両国人民は何れも中日両国人民が嘗めた

苦難の歴史を忘れることはできない。‘‘前事忘れ

ず、後事の師となす’' 中日両国人民が世々代々

友好を貰く可能性と、並にアジアと世界平和のため

に為すべき貢献を尽くしうることを私は確信する。

ここに私は数篇の日本残留婦人の回想記を添え

るが（略）、これは彼女逹の苦痛の回憶である。

我々が彼女達を探訪したとき多くは泣いて声にな

らず、今は日本に帰国した者もあり、尚、中国の

方正県に留まる者も有る。彼女等の中には日本に

親族が居っても、彼女達を扶育した中国養父母に

対する深い感情から離れ去れない者も居る……。

(1992年末

方
正
地
区
日
本
人
公
墓
の
由
来
ー
王
鳳
山
訳
•
森
山
誠
之

記）
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中中国・交流と歴史検証の旅（第６回） 
 
 
 
■ 日程  ７月２９日（水） 新潟空港ロビーに集合  １０：００ 

空港発（ＣＺ６１６便） １２：１５ 
                  ハルピン空港着     １３：４０ 
                宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル 
        ３０日（木）   貸し切りバスで方正へ（高速道・約２時間半） 
               方正県政府表敬訪問、墓参と日中交流 
                宿泊＝鑫禧大酒店 
        ３１日（金） ゆかりの地（伊漢通開拓団跡地ほか）訪問 
               貸し切りバスでハルピンへ 
                宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル 
        ８月１日（土） ハルピン市内見学（太陽島、７３１細菌部隊記念館）買

い物 
                宿泊＝シャングリラ（香格里拉）ホテル 
       ８月２日（日）   ハルピン空港発（ＣＺ６１５便）   ９：５０ 
                新潟空港着             １３：００ 
                空港ロビーで解散 

＊ 時間は現地時間、中国は日本の１時間遅れ 
■ 定員  １５名 
■ 会費  １５５，０００円（シングルの宿泊ご希望の場合は差額１０，５００円プラ

ス。集合、解散の新潟空港までの交通費はふくまれていません）    
■ 申申込み ６月３０日までに下記・奥村までお申し込みください。なおその折、パスポ    

ート（顔写真のページ）を下記のファックスへお送りください 
■ ごご送金ほか 

① 〔〔会費の払い込み〕振込用紙をお送りしますので６月２５日までに     
指定の口座へお振込みください。 

    ② 旅行にかかわる保険料は含まれていません。保険は空港でもできます。 
東京→新潟（新幹線、片道１０，４７０円、高速バス片道５，２５０円）

新潟駅→空港、バス３５０円、約３０分間隔で運行。 
③   その他、お問い合わせはお気軽に下記へどうぞ。 

 

方正友好交流の会 

〒１０１－００５２ 東京都千代田区神田小川町３－６ 
（社）日中科学技術センター内 
  電話 ０３－３２９５－０４１１ 
  旅行の問い合わせ：  奥 村 正 雄 
        電話  ０４３－２７２－９９９５ 
        ＦＡＸ ０４３－２７２－０２１４ 
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近現代の歴史検証と北東アジアの未来を展望する旅

普通の旅行ガイドでは出てこない旧満州の奥地ヘー一

■ 日程 8月28日 （金） 成田発 (CZ6 3 o) 

大連着

大連発 (CZ6 6 2 5) 

延吉着

29日（士） 延吉

図佃

龍井

延吉

豆満礼0)岸辺図佃大橋

旧間島省・日本総領事館

1B市街視察

5

0

 0

5

0

 
0
 0
 0
 

2

2

0

2

0

3

0

3

 

•••••••••••••••• 
3

5

7

8

9

0

5

6

 

1

1

1

1

1

1

1

 

宿泊 2 8、29日は延吉泊

3 0 fl （日） 延吉 8 : 0 0 

鏡泊湖 1 2 : 0 0 

牡丹江 旧満鉄社宅旧放送屈 1 6 : 3 0 

3 1日（月） 牡丹江 8:30 

鞍芥河 中露国境を視察 1 1 : 0 0 

東寧 1H日本軍トーチカ跡 旧市内

牡丹江

宿泊 3 0、31日は牡丹江

9月 1日（火）

2日（水）

3日（木）

4日（金）

牡丹江

樺南

佳木斯

宿泊

住木斯

方正着

方正発

8:00 

大八浪、弥栄村（いやさか）開拓団跡

エスペランティスト長谷川テル墓参

旧H本人街視察

住木斯

市内視察 8:00 

県政府表敬 日本人公墓参拝伊漢通開拓団跡

1 5 : 3 0 

ハルピン宿泊はハルピン 1 8 : 3 0 

ハルピン 7 3 1部隊記念館（または東北烈士館）

ユダヤ教会花園小極楽寺参観

ハルピン発 (CZ3 6 O 4) 1 5 : 2 O 

大連着 宿泊は大連 1 6 : 4 5 

大連発 (CZ62 9) 空港へ 8:40 

成田着 1 2 : 2 5 

■ 定員 1 5名

■ 費用 250, 000円（予定、なんとか低い価格に抑えたいとホテルなど調整し折衝中

ですので、ご了承ください）

■ 申込み 7月 10日まで、ご希望ご関心のある方は、詳細日程、申込書などを送付します。
■ ご関心ご希望のある方は下記までにお問い合わせください。

主催：社団法人日中科学技術文化センター 協力：方正友好交流の会

問い合わせ：大類、木下 TEL. 0 3 -3 2 9 5 -O 4 1 1 

FAX. O 3 -3 2 9 5 - 0 4 0 0 

Email : o h r u i @ j c s t. o r. j p 
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ほうまさ

方正日本人公墓が私たちに問いかけるもの

ー「方正友好交流の会」へのお誘い一―-

1945年の夏、ソ連参戦と続く日本の敗戦は、旧満洲の開拓団の人々を奈落の底に突き落

としました。人々は難民、流浪の民と化し、真冬の酷寒にさらされ、飢えと疫病によって

多くの人々が方正の地で息絶えました。それから数年後、累々たる白骨の山を見た残留婦

人がなんとかして埋葬したいという思いは、県政府から省政府を経て中央へ、そして周恩

来総理のもとまでいき、中国政府よって「方正地区日本人公墓」が建立されました。中国

ではまだH本の侵略に対する恨みが衰えていない 1963年、中国政府は、中国人民同様わが

同胞の死も、日本軍国主義の犠牲者だとして手厚く方正に葬ってくれたのです。日本人開

拓民たちのおよそ4500人が祀られているこの公墓は、中国広しといえどもこの方正に

あるものだけです。（黒龍江省麻山地区でソ連軍の攻撃に遭い、 400数十名が集団自決した

麻山事件の被害者たちの公墓も1984年に建立され、この方正の地にあります）

この公雌の存在は、私たちの活動もあり徐々にではありますが、人々に知られるように

なりました。民族の憎悪を乗り越えて建立され、中国の人々によって管理維持されている

公墓の存在を、更に多くの人々に知ってもらおう。「愛国主義」ではなく、国際的な友愛精

神、国際主義的な精神を広めていこうと設立したのが「方正友好交流の会」です。当会の

前身は 19 9 3年に設立され、 2005年6月に再発足し、日中友好の原点の地ともいう

べき「方正」に光を当てたいと活動しております。

個人会員ーロ 1,000円 団体・法人会員ーロ 10,000円

（口数は最低ーロ、上限はありません）

方正友好交流の会
101-0052 東京都千代田区神田小川町3-6 （社）日中科学技術文化センター内

電話 03~3295~0411 FAX 03-3295-0400 E-mail: ohrui@jcst.or.jp 

郵便振替口座番号 0013(}-5-426643 加入者名 方正友好交流の会

HPアドレス： http:/www.houmasa.com/
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書籍案内

方正友好交流の会が編集した本と会員の関係著書をご紹介します。

＊ 『風雪に耐えた「中国の日本人公墓」ーハルビン市方正県物語一』

方正友好交流の会編著

定価 1500円

この本には、日本人公墓建立までの経緯などを王鳳山と奥村正雄が、中国義父母公雌を

自力で殖寸．した遠藤勇さんの半生を大副敬二郎が、方正県住民の家に住み込み、全力で稲

作指尊に邁准し「H中友好水稲王」といわれた藤原長作さんの一生と、敗戦後八路軍に入

り帰国後、日中友好運動や麻山事件の犠牲者の公塵建立で活躍された金丸千尋さんの半生

を人類善啓が執筆、また「方lL友如交流の会」を成立以前から支えた人々の座談会を牧野

史敬がn]会進行した記録などが収録されている。（事務局に残部あり）

＊ 『天を恨み 地を呪いました 一中国方正の日本人公墓を守った人々ー』

奥村正雄編著定価 700円

この本に書かれた文章は、上記の『風雪に耐えた「中国の日本人公塵」ーハルビン市方

正県物語』にも収録されているが、日本人公墓建立の契機を作った残留婦人・松田ちゑさ

んの息子・雀鳳義さんの貴重な体験記も入っている。（事務局で取り扱っている）

＊ 『風雪に耐えて咲く寒梅のように 二つの祖国の狭間に生きて』

可児カ一郎著

定価 1700円

著者は、旧満州へ人植してから 17年ほどの中国での残留生活を経て帰国するまでの記億

を綴ろうと、慣れない日本語と苦闘しながら、 2003年本書を書き上げた。この本については

P53に藤井正義が紹介しているのでお読みいただきたい。またnI児さんにも寄稿(P2 6) 

していただいている。本書は事務局でも扱っているので、払込取扱票を利用されたい。著者

宛てに直接巾し込んでいただいても結構である。

〒399-5303 長野県木曽郡木曾町田立 12 2 3 可児力—伐〖（かに りきいちろう）

TEL: 0573-75-4755 FAX: 0573-75-4557 

＊ 『父の足跡 満州の回想 』 坂本弘子著

定価： 1000円（税別）

本書についても可児さんの著作同様、藤井が P5 3に紹介している。著者（旧姓で出版）

はお兄さんと弟さんをハルピンで亡くされている。自分が今日生かされているのは兄弟の

命と引き換えではなかったか、という思いが年々強くなっていた。なんとかお墓参りをと
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いう思いがあったところ、埋葬された場所は今「公園になっている」と、かつてハルピン

にいた日本人から聞かされた。一方、ハルピン出身の中国人の知人に事情を話したところ、

彼はインターネットで方正日本人公墓と当会を知り、著者にその存在を教えた。そして著

者からの電話だった。方正公墓に「なんだか兄弟たちが眠っている」ような気がするとお

っしゃるのだ。（大類）

この本を希望される方は、直接著者に申し込んでいただきたい。

〒343・0835 越谷市蒲生西町2-8-1 山田弘子 電話： 048-987-5509

＊ 『二つの祖国 ある中国残留孤児の証言』 北澤博史著

定価 1500円（税別）

製作•発行夢工房

著者の北澤さんは 1935年長野県赤穂村で生まれ、 1940年両親に連れられ満洲へ。敗戦

とともに孤児となる。この本は北澤さんの自伝的な作品で、方正県での当時の様子や難民

となった苛酷な体験を絵と文章で描写されている。（事務局で取り扱っている）

＊ 『赤い夕陽の満州にて 「昭和」への旅』 高橋健男著

定価 3400円（税別）

杵者［ま 1946年生まれ。本書は「昭和は終わっていない」という間題意識の下、満蒙開拓

という国策とそれに加わった人たちの軌跡を追求した大著。こ｀希望の方は直接、刊行先の

新風社販売部に。電話03・3746-4648 FAX 03・5414-3494。

<報告> ありがとうございました

前号の会報 7号発行後、カンパをお寄せいただいた方、また新たに会員になられた方々

のお名前を記して感謝の意をお伝えします。ありがとうございました。（敬称略、受付けた

順に記載しました。 09年4月27日現在）

羽田澄子小柴玲子斉藤兵ー出口三平吉川春子小島晋治米山惇岩噌弘三森

川忍延浄寺・網代正孝原磯子阿部恵一篠田欽次藤原作弥西沢昭裕穂苅甲子

男山内良子小関光二小関征子東山健吾久保祐雄玉山昌顕野澤淑子岩佐一

福久かずえ石原健一藤原知秋芹澤昇雄高橋健男川村範行伊原忠伊原泰子

渡辺保雄武吉次朗石田和久阿久津国秀師岡武男杉田春恵北澤博史永原今朝

男 北澤吉三望月迪洋近畿地区中国帰国者支援交流会・小栗勝則辻康子黒岩満喜

魚崎宏柴崎葦律子新谷陽子 白西紳一郎山田寿子山田陽子瀧亀久男金丸千尋

萩原武太郎稲川清ー名取敬和谷口誠森田恭子二つの観音様を考える会塩野泰

彦登丸誠生田和美小原昌一郎宮腰直子西澤潤一佐藤嘉恭河内宏光奥村勉

鵜沢弘伊藤泰夫伊佐昭紀岡庭成巳 田中宵小林英子奥村恒雄林郁塩谷建

木村美智子渡辺洋一湊谷節子小畑正子可児カ一郎土川克宏 山川禎ー西尾

清加藤稔伊藤幸枝吉川雄作星浩一飯田成夫堀江はつ神田幸子酒井正文

坂部晶子 高橋増江竹島泰浩大頂子東仙道開拓団の証を守る会・加藤浩司 山下くに

藤村光子高木涼子矢野光雄山田弘子風間成孔渡辺亮介森清多美恵吉岡稔
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片岡稔恵福田順子南哲夫金子静子宮下春男斉藤忠雄齋藤宵大森猛山田正

一八子充子深山信雄

く編集後記＞

《訂正とお詫び》

前号 (7号）に誤りがあった。ひとつは、前号P4に日本政府の草の根無償賓金協力の黒

竜江省に関する 5つの案件のうち、 4つが方正県に関するものだと書いたが、正しくは 3つ

だ。ハルピン市双城市のものも方正に入れてしまった。それともうて）、 P2 7の下段の写

真、撫順戦犯管理所に収容されていた愛親党羅博｛義の写真を浦傑と記してしまった。実は少

しばかり博儀か博傑かで迷った。その際、時間を惜しまずにちゃんと資料に当たれば良かっ

たのだが、博傑さんへの思いもあったせいか、風貌からも間違いはないと思ってしまった。

読者から指摘していただいた。感謝。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

先日、大阪から会員の山本義輝さんが訪ねて来られた。山本さんは農業機械の指導で、黒

竜江省に 3度行かれた方だ。今でも阪南市日中友好協会でご活躍だ。中国の農業機械化の発

展のためにと、 55年余りの間、農業機械の試験や研究、製品聞発、普及に役立ててきた図

書や発表論文などを整理して、中国農業大学の図書館に寄贈された。総重量は265Kg（梱

包を除く）という膨大なものだ。山本さんは、かつてその大学に 3年半、 JI CAの農業技

術者として派遣されていた。その日、大学図書館からの感謝状と掛け軸を中国大使館で受け

取られた後、来訪されたのだった。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

いよいよ 6月 13日から岩波ホールで『鳴呼 満蒙開拓団』が上映されることになる。

マスコミ向けの試写会も 5月 19日で終わり、徐々にメディアでこの映画の紹介記事が出

るのではないかと期待している。方正日本人公塵が更に多くの人々に知られることによっ

て、不毛なナショナリズムが払拭されることに少しでも役立ってほしいと思う。映画によ

って、日本側に見られる歴史認識の欠如が少しでも補われ、旧満J小1時代が何だったのかと

いう深い認識が深まることを願っている。つい最近の祈聞報道で、「中国、愛国教育強化へ」

という記事を見つけた。中国側もいたずらに“愛国主義”などと言わずに、国際主義的な

精神が復興することを期待したい。かつて北京放送局の若い記者は、方正日本人公募の存

在を中国の若者にも知ってもらいたいと語ったごと思い出すのだ。（大類）

<表紙写真撮影•佐藤斗久枝（自由工房） > 
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